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要 旨 

  近年、北海道では冬期でも降雨があり、これにより河川周辺の雪が融け出すため、融雪分を

含めた雨量以上の出水となる場合がある。また、低温積雪条件下での災害対応は、除雪の必要

性や現場状況の悪化等、作業を遅延させる要因が増える。さらに、北海道は広域分散型の地域

構造であるため、各地域による着実な災害対策が求められる。 

  そこで、本検討では、冬期気象状況の影響による出水災害対応を検討し、このような冬期間

の融雪など多様化する現場状況に対応可能な排水ポンプ設置支援装置を試作して、試験運用を

行い、その有効性を見出した。また、広域的な災害復旧支援体制を確保するため、災害対策用

機械の位置情報を蓄積、管理する運行管理システムの構築を行った。 
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１.まえがき 

近年、積雪寒冷地でも冬期に降雨があり、河川周辺の雪を融かすため、融雪分を含めた雨量以

上の出水となる場合がある。特に低温積雪条件下で凍結により排水機場などの施設が使用できな

い場合、排水ポンプ車による対応に頼らざるを得ないが、冬期間は除雪の必要性や現場状況の悪

化等、作業を遅延させる要因が増える。 

  本検討は、平成19年１月の爆弾低気圧の影響

による北海道浦幌町十勝太での内水排除等、多

様化する現場の状況（写真－１）を踏まえ、冬

期気象状況の影響による出水災害対応を検討

し、多様化する現場状況に対応でき、既存の排

水ポンプが利用可能な汎用性を持たせた設置

支援装置を開発するものである。 

  これにより、柔軟な現場対応と共に水際での

人力作業等を減少させ、排水ポンプの安全かつ

効率的な設置・回収を図ることが可能となる。  写真－１  平成 19 年 1 月十勝太での排水作業 

また、北海道のような広域分散型地域におい 

て、迅速かつ効率的な災害復旧支援を行うためには、各種防災情報の共有化を図る必要がある。

そのため、本検討においては、災害対策用機械の位置情報を蓄積、管理する運行管理システムを

構築する。 

 

２.低温積雪時における排水作業の迅速化及び信頼性向上 

２.１  低温積雪時の災害発生における影響分析 

２.１.１  分析方法 

(1) 冬期気象状況の影響 

  冬期積雪時に降雨がある場合、積雪・融雪水量等の影響により、降水量以上の洪水被害となる

可能性がある。そこで、過去の気象データ等を調査し、近年の気象変動が出水災害に与える影響

について分析を行った。 

 

(2) 冬期出水災害対応の検討 

冬期に発生する出水災害について、積雪の有無が災害対応の遅延、融雪水量の増減等に与えて

いる影響を、現場状況及び気象データから検証を行った。 

 具体的には、過去に災害実績のあった現場について、国土交通省北海道開発局（以下、「北海道

開発局」という）帯広開発建設部４箇所、網走開発建設部 12 箇所、釧路開発建設部１箇所の合計

17 箇所を対象に災害対応をシミュレーションし、出動経費等の平均値を算出した。 

出動経費等は、対応基地から災害現場までの距離を算出し、夏期と冬期での移動時間の差異か

ら検証した。その際、対応基地から災害現場までのルートは、主要幹線道路を優先とし、災害時

の通行止めを考慮して 大で３ルートを設定した。また、冬期の走行速度は、吹雪等による視程

障害や滑りやすい雪氷路面等を考慮し、一般道路においては夏期 30km/h、冬期 20km/h と設定し
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２.２.２  設置支援装置の検討 

北海道開発局における排水ポンプ車の過去の災害出動実績の調査、排水作業訓練の視察及び聞

き取り調査より排水ポンプ車の運用実態を把握し、それらを踏まえ、排水ポンプ設置支援装置の

検討を行った。 

(1) 排水ポンプ設置手法の検討 

現状、災害時に排水ポンプ車が進入できない状況は限られるが、新潟県中越地震に代表される

大規模災害の発生時や積雪時における未除雪現場では、被災地への移動、作業ヤードの確保等が

困難な場合がある。 

そこで、排水ポンプ車の運用実態を調査した結果、排水ポンプ車による排水作業の効率を高め

る上で排水ピットとそれに伴う作業ヤードが必要とされていること、及びクレーン装置の届く範

囲内では排水ポンプの設置、回収は比較的円滑に行われていることがわかった。そのため、検討

範囲は、クレーンの届かない箇所での作業及び不整地や積雪で排水ポンプ車が作業場所まで入る

ことができない状況などを対象とすることとした。 

平成 22 年４月現在、北海道開発局では 15m3/min 級のポンプ自走装置を所有しているが、装置

本体が大型であるため使用できる現場が限られている状況である（写真－２、表－１）。 

悪条件下でも排水作業が可能となるよう、排水ポンプを設置地点まで搬送し、設置する手段と

して自走式の設置支援装置は有効である。  

したがって、検討にあたっては可能な限り小型構造としたうえで、排水能力及び走行性能を既

存のポンプ自走装置と同程度に保ち、さらに、排水ポンプの着脱を容易にすることによって、よ

り多くの状況で災害対応支援ができる装置構造とすることを基本条件とした。 

 

      表－１ 既存ポンプ自走装置諸元 

排水量 15m3/min 

大登坂角度 30 度（tanθ=0.58） 

全 長 3,500mm 

全 幅 1,800mm 

全 高 2,400mm 

総質量 3,200kg（排水ポンプ含む）

電源電圧 200V 

         写真－２ 既存ポンプ自走装置               

 

(2) 基本性能・開発目標の設定 

自走式の設置支援装置（以下、「自走装置」という）の仕様は、既存のポンプ自走装置と同程度

の能力を発揮し、イニシャルコストを抑えることを踏まえ、前述の排水ポンプを使用することを

前提に検討を行った。 

開発目標は次のとおりである。 

  ①  排水ポンプ（7.5m3/min）を搭載可能な装置とする。 
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  ②  車載クレーンを使用せず、7.5m3/min 排水ポンプを設置し、排水作業が行える装置とする。 

  ③  排水能力を既存装置と同等とするため、7.5m3/min 排水ポンプを２台搭載可能な構造とする。  

  ④  現地での作業性を考慮して、排水ポンプを単純かつ簡潔に搭載できる構造とする。 

  ⑤  作業現場までは運搬車両による移動を前提とするため、積み降ろしが容易な構造とする。 

  ⑥  夏期、冬期及び路面状況を問わず可能な限り走破性を高める。 

  ⑦  装置本体は可能な限り、小型・軽量化を図る。 

 

２.２.３  試作機の仕様及び特徴 

これまでの検討結果をもとに自走装置を試作した。試作機の全景、諸元及び概略図を以下に示

す（写真－３、表－２、図－４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－３ 自走装置（試作機）（左）、操作盤（右上）及びコントローラ（左下） 

 

表－２ 自走装置（試作機）主要諸元 

基本性能   駆動装置（電動機）  

 走行速度 6.5km/h   定格出力 3.7kW×2 基 

 大登坂角 30 度（tanθ=0.58）   電 圧 440V 

 接地圧 19.6kPa（0.2kgf/㎠）   周波数 60Hz 

 低排水深 70cm   回転数 1,800rpm 

主要諸元    相数・極数 4 相・3極 

 全 長 2,400mm  走行装置（クローラ部） 

 全 幅 1,800mm   全 長 1,265mm 

 全 高 1,000mm   全 高 760mm 

 総質量 
  （ポンプ搭載時） 

1,320kg（排水ポンプ 
120kg×2 台搭載時） 

  履帯幅 300mm 

 総質量 
  （ポンプ未搭載） 

1,080kg   材 質 ニトリルゴム（NBR）

フロート部    駆動輪 φ370mm 

 構 造 前後 2分割   転 輪 4 個 φ220mm 

 材 質 内部／発泡スチロール    

 外面／FRP    
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モータ１基に対して減速機を１基とし、それを

左右に１組ずつという簡素な構造を採用した。 

また、走行操作時の安全性を考慮し、傾斜地

等での停止を可能とするため、電気式のブレー

キ装置を採用し、操作レバーオフの状態では常

にブレーキが掛かる構造とした。さら                

に、各ブレーキ機構を一括制御方式にするこ                

とにより、制御ケーブルの心線数を減らし、 

１本にまとめることでケーブル取り回しの作

業性を向上させた。 

                                                        写真－８ 駆動装置 

２.２.４  性能試験 

試作機の性能を検証するため、災害時に想定される実環境下において性能試験を行った。 

(1) 走行試験 

自走装置の走行速度、制動距離及び登坂能力等を計測し、走行性能について検証した。走行路

面は、アスファルト、草地、積雪深30cm程度の新雪及び凍結路面とした。その結果、どの路面に

おいても、安定した走行が可能であり、良好な走行性能を発揮した（写真－９、10）。 

        写真－９ 夏期走行試験状況                   写

 

真－10 冬期走行試験状況 

登坂試験は、河川堤防において一般的な勾配

で

重心位置が

高

                                 

ある 30 度を基準とし実施した。 

排水ポンプを搭載しない状態では

く不安定な場面が見られたが、排水ポンプを

搭載した状態では重心位置も下がり、接地圧も

向上するため、概ね 25～30 度の勾配であれば乾

燥した草地、濡れた状態の草地のどちらも問題

なく登坂、降坂ができることを確認した（写真

－11）。 

                      写真－11 登坂試験状況 
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  積雪条件下においては、約30度の勾配では、法面に対して垂直に進入すると、自走装置の重量

) 排水試験 

没水構造であり、水深約 100cm 以上では本体が完全に浮いた状態となる。推進能

力

開始し、70cm 程度の水深ま

で

の隙間に防護網を設置することで大方

の

 

 平成 22 年度に北海道開発局旭川開発建設

に協力依頼し、両建設

盤接続 

自走装置用に製作した操作盤について、既          

バランスによりクローラの接地面積が減少し、登坂不能な場合が見受けられた。しかし、進入角

度を垂直から30度傾けて斜めに進入すれば登坂可能であり、積雪条件下においても走行可能であ

ると判断した。 

 

(2

自走装置は半

が備わっていないことから、排水作業により水深が下がり、自走装置のクローラが接地するこ

とで、再度深い水深へと移動して排水が可能となる（写真－12）。 

排水が可能な 低水深の検証にあたり、水深 100cm 程度から排水を

排水可能であることを確認した。既存のポンプ自走装置の排水可能な 低水深は 140cm 程度の

ため、より低い水深の災害現場への対応が可能である。 

また、草などの漂流物の吸い込みについては、フレーム

異物は防ぐことができた（写真－13）。フレーム等にわずかではあるが異物が引っかかるケース

を確認したが、排水性能を妨げる程ではなかった。 

            写真－12 進水状況                     写真－13 草の吸い込み状況 

２.２.５  試験運用 

部及び網走開発建設部

部で行われている防災訓練にて自走装置の試

験運用を行ってもらい、実際に災害対応を

行っている企業７社を対象に、現場適応性、

操作性、問題点等についてアンケートを実施

した。 

 

(1) 操作

写真－14 操作盤接続作業状況 
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存の排水ポンプ車との適応性の検証にあたり、北海道開発局が所有する排水ポンプ車に操作盤を

接

の意見があった。 

 

排水ポンプ搭載作業を行い、作業の迅速性及び簡易性について検証した（写真－15）。 

なく、短時間での搭載、取外しが可能だった。 

 

(3) 走行性能及び操作性 

作業ヤード内において、自走装置の走行性及び操作性について検証を行った（写真－16）。  

する問題等は見受けられなかったが、操作には熟練が必要であるとの

 

今後、実運用に向け、自走装置の 及び操作方法等を周知する必要が

ある。 

 

続した（写真－14）。 

接続作業に関する問題等は特に見受けられなく、良好な結果であったが、接続ケーブル等の延

長について余裕が欲しいと

(2) 自走装置への排水ポンプ搭載作業 

 

 排水ポンプ搭載に関する問題等は特に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－15 排水ポンプ搭載作業状況 

 

その結果、走行性能に関

意見があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－16 走行操作状況 

試験運用を行い、運用手順
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２.３  可搬型排水ポンプ設置支援装置の開発 

.３.１  設置支援装置の検討 

ポンプを投

入

           

の設置支援装置であり、排水ポ   

のウインチで行う。また、転倒防

止 直にするために高さを調整するジャッキを備え

元 

装置質量 405kg（分解後の単体質量

２

自走装置を使用するには、進入箇所が斜路状

である必要がある。そのため、排水

できないカマ場や樋門の水路などは自走装

置が使用できないことから、そのような災害現

場（写真－17）を対象にした排水ポンプの設置

（投入及び回収）を支援する可搬型排水ポンプ

設置支援装置（以下、「可搬装置」という）を

開発した。 

  この可搬装置は、人力で分解、運搬、組立が 

可能な可搬型

                                            

写真－17  自走装置で排水ポンプを投入できない 

ンプ設置の際も電動機等の動力源を必要とせ   現場の例（北海道開発局旭川開発建設部名寄河川

ず、人力で設置するものである。             事務所管内） 

フレーム上の旋回自在なマストに起伏可能な 

ジブを取り付け、排水ポンプの吊り上げ及びジブの起伏は手動

のためにアウトリガーを取り付け、マストを垂

ている（表－３、写真－18、19）。 

 

  表－３ 可搬装置（試作機）主要諸

は 50kg 以下） 

大吊り上げ 

荷重 

150kg 

ジブ起伏角度  0（水平）～45 度

揚程 5.0ｍ 

全高 ジブ水平時  2,500mm 

ジブ 45 度時 3,600mm 

全幅 2,500mm 

組立時間 4人で行った場合約20分

                                    

の主

取り付ける。 

ける。 

ける。 

           写真－18  可搬装置（試作機）組立前 

可搬装置 な組立順序を次に示す。 

① フレームを組む。 

② アウトリガーを取り付ける。 

③ フレームにベースを

④ フレームにジョイントを取り付

⑤ ベースにベアリングケースを取り付

⑥ テーブルを取り付ける。 

⑦ テーブルを固定する。 

⑧ マストを取り付ける。 
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３.２  試験運用 

  北海道開発局網走開発建設部保有の排水ポンプ車（30m3/min 級）及び照明車（ポール式）、同帯

衛星通信車に車載機を取り付け、試験運用を実施した。 

  

配置を始め、平成 23 年度までに 42 台の配置を完了した（図－７）。 

 

４.まとめ 

.１  低温積雪時における排水作業の迅速化及び信頼性向上 

の災害発生における影響分析として、冬期気象状況の影響分析、冬期出水災害対応

変動に留意し、雪道による移動時

間

すことができた。 

水作業の迅速化及び信頼性向上

を

に耐え得る装置であると判断した。 

可能な可搬装置を開発した。可搬装置も自走

装

広開発建設部保有の

その結果、不具合等は発生せず実運用に耐え得ると判断したため、北海道開発局へ車載機の製

作仕様書を提案した。 

北海道開発局では、全道の排水ポンプ車、照明車、衛星通信車、情報収集車へ車載機の導入を

検討し、平成 21 年度から

今後、製作仕様のフォローアップとして車載機の故障、異常等のデータ取得を継続していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７  システム全体イメージ（北海道開発局事業振興部機械課） 

４

低温積雪時

の検討を行った。冬期出水の対応には、気温、風向風速、潮位

の遅れや積雪による作業ヤードの除雪時間が発生することなどから、夏期よりも早い出動要請

による対応が必要であることがわかった。 

今後とも冬期の出水災害の事例を収集し、データを蓄積していく必要はあるが、これらのこと

から排水ポンプ設置支援装置の有効性を見出

そこで冬期間の融雪など多様化する現場状況に対応でき、既存の排水ポンプが利用可能な汎用

性を持たせた設置支援装置（自走装置、可搬装置）を開発し、排

図った。 

自走装置は、試作後、夏期、冬期の試験運用を通して改良を行った。試験運用の結果は良好で

あり、実運用

また、進入箇所が斜路状でないカマ場や樋門の水路など自走装置では排水ポンプを投入できな

い箇所に対応するため、人力で分解、運搬、組立が

置と同様に試験運用を通して、実運用に耐え得ると判断した。 
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体制の確保 

広域的な災害復旧支援体制を確保するため、災害対策用機械から発信する位置、作業情報を民

能を除雪機械等情報管理システムに追加した。 

今後は実際の災害現場での運用及びデータ収集を通じて適応性及び改良点を調査するとともに

成果の普及を図っていく。 

４.２  広域的な災害復旧支援

間の通信インフラを介して蓄積・管理する機

この災害対策車運行管理システムについて、北海道開発局保有の排水ポンプ車、照明車、衛星

通信車に車載機を取り付け、試験運用を行った。 

試験運用の結果、不具合等は発生せず実運用に耐え得る仕様であると判断したため、北海道開

発局へ車載機の製作仕様書の提案を行った。 

今後は製作仕様のフォローアップとして継続してデータの取得を実施していく。 



排水ポンプ設置支援装置（自走型）

取扱説明書
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＊本書のなかで使用されている記号は次のようになっています。

まえがき

安全・確実な作業には

はとくに重要な事項です。必ず読んで守ってください。これらを守らないと事故につな
がったり、ケガをしたり、装置が損傷するなどのおそれがあります。

正しく上手な取り扱いが必要です。

ご使用の前に本書を必ずお読みください。

＊「必読！厳守事項」・危険 ・警告 ・注意

●本書には、排水ポンプ設置支援装置（自走型）の正しい取り扱いの方法のほか簡単な点
検・手入れについて説明してありますのでぜひご一読ください。

・警告

・注意

取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重症を負う危険が切迫し
て生じることが想定される場合。

取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重症を負う可能性が想定
される場合。

取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う危険が想定される場合、
および物的損害のみの発生が想定される場合。

・危険

17



１ 安全上のご注意 Ａ－１

１ 概要 Ｂ－１

２ 主要諸元 Ｂ－２

３ 各種図面 Ｂ－３

１ 準備 Ｃ－１

２ 接続 Ｃ－２

３ 運用 Ｃ－４

４ 保守 Ｃ－１３

目次

注意事項

概要

使い方

Ａ

Ｂ

Ｃ

18



Ａ 注意事項

19





Ｂ 概要

21



１ 概要

１） 装置概要

２） 各部概要

① クローラ部

クローラの覆体はゴム製で悪路走破性に適したブロックパターンを有しております。

② 駆動装置

③ 排水ポンプベース

④ 自走装置フロート

固形型で本体との着脱が容易で、運搬に適した構造です。

⑥ 制御盤

⑦ 操作盤

軽量、コンパクトな設計で制御盤に接続して使用します。

動力は排水ポンプ車から供給される440Vを電源としております。減速機は防水密閉構
造で、モータ部は密閉箱に収納しております。

排水ポンプ（7.5m
3
/min）を2台搭載でき、排水時の水流干渉を防ぐ仕切板も付属して

おります。

排水ポンプ車に着脱可能な構造で自走装置の前後進を左右別制御します。自走装置本
体とは有線で接続し、専用の操作盤で操作します。

  本装置は排水ポンプ（7.5m
3
/min）を2台搭載して、自走して排水ポンプ投入する設置

支援装置です。クローラにより悪路走破性を向上させております。また、排水ポンプ

ベースを交換することにより排水ポンプ（7.5m
3
/min超軽量型）も搭載可能です。

B-1
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２ 主要諸元

制
御
盤

操
作
盤

自
走
装

置
フ

ロ
ー
ト

全幅

全高
全幅

転輪

ク
ロ
ー
ラ
部

駆
動
装
置

排
水
ポ

ン
プ

ベ
ー
ス

定格出力
電圧

全長
減速比

回転数
相数・極数

全長

全幅

全長

全高

全高
構造
材質
重量

ゴム（NBR）

1,500rpm
3相・4P

7.5kW
440V
60Hz

φ370mm

項 目

920kg

全長
1,780mm

総質量

2,360mm

本
体

追突衝撃緩和装置付

400mm

950mm

周波数

1:17

1,095mm

980mm
1,120kg

760mm

1,265mm
300mm

φ220mm

187mm

980mm
1,250mm
300mm
300mm

前後2分割
内部/発泡スチロール 外面/FRP

前/70kg 後/60kg
1300mm

全幅
全高

総質量
全長
全幅
全高
材質
駆動輪

B-2
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３ 各種図面

１） 外観図（全体）

B-3
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２） 外観図（制御盤）

B-4
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３） 外観図（操作盤）

B-5
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Ｃ 使い方
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３ 運用

１） 制御盤に電源をいれます。

① 主幹ブレーカをいれます。 （電源ランプが点灯します。）

② 他のブレーカもすべて入れます。

③ 操作電源スイッチを 入り にします。

現在の状態が、表示ランプにより確認できます。

④ 操作盤に電源が入ります。

③

① ②

Ｃ-4
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２） 遠方操作(遠方－インバータ）方法

① 操作選択スイッチを 遠方 にします。 遠方ランプが点灯します。

注）

② 駆動選択スイッチを INV にします。INV駆動ランプが点灯します。

③

注） 運転準備がONしていないと運転を開始しません。

操作盤の 運転準備ON ボタンを押してください。スイッチのランプが点灯し
メッセージが鳴ります。

この時、駆動選択スイッチが 直動 になっていると選択異常により異常警報
が鳴ります。駆動スイッチを INV にしてください。また操作盤に駆動選択間違
い表示が出力されます。

①

②

③

Ｃ-5
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④ 操作盤上の 走行速度選択 をスイッチで選択します。

・A アナログ （０Hz～６０Hz）
・低 低速３速 （０Hz→２０Hz→２５Hz→３５Hz）
・高 高速３速 （０Hz→２５Hz→４５Hz→６０Hz）

⑤ 左右のジョイスチックにより運転動作を開始します。

運転動作がはじまると、画面上の表示が運転に伴った動作をはじめます。

⑥ 非常停止ボタン

※ 非常事態の時に押してください。
このスイッチが押されると、運転準備信号がリセットされます。
異常を取り除いた後、非常停止スイッチを解除し再び運転操作の手順を行ってくだ
さい。

※ 非常停止解除
スイッチを矢印の方向に軽く回してください。

⑦ 運転準備を停止したい時は、運転準備OFF スイッチを押します。

④⑤
⑤

⑥

⑦

Ｃ-6
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⑥ 非常停止が押された時

⑦ 手元操作（手元－直動）の時、モーター過負荷になった場合

・モータ１ が過負荷になった時 ・モータ２ が過負荷になった時

⑧ シーケンサーの増設ユニットに異常が起きた時

制御盤 側 操作盤 側

⑨ 操作選択 遠方になっているのに操作盤が、接続されていない状態の時

⑩ 外部運転にしたいのに、操作選択 手元－駆動選択 INV にスイッチがなって
いた時

Ｃ-11
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４ 保守

本装置は水周りで使用する装置のため、使用後の清掃及び乾燥は必ず行ってください。

１） 走行装置

① 日常点検

２） 駆動装置

① 日常点検

②定期点検

※1

油量 ： 約２.４Ｌ

③ 減速機について

オーバーホール等で分解した場合はシリコン系グリスを給脂してください。

※ 左３ヵ所、右３ヵ所、計６箇所あります。

０～＋４０℃－１０～＋１５℃周囲温度
ＪＩＳ ２種ＩＳＯ ＶＧ１５０ ２種ＩＳＯ ＶＧ３２０

振動 異常な振動がないか
減速機

点検項目 点検内容

モータ

騒音 異音がしないか

モータ オイル交換※1 運転開始後250時間、以後2000時間毎

異音がしないか
異常な振動がないか
油漏れが無いか

騒音
振動
潤滑剤

亀裂がないかクローラ

点検項目 点検内容

点検項目 点検内容
騒音 異音がしないか

Ｃ-13
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３） 巻上装置

① 日常点検

ワイヤー 素線切れ、変形、損傷がないか

点検項目 点検内容
ブレーキ 動作に異常が無いか

Ｃ-14
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1. 排水ポンプ設置支援装置（自走型）

－1－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 フレーム 1
2 減速機（L） 1
3 減速機（R） 1
4 モータボックス 1
5 排水ポンプベース 1
6 フロート 1
7 ピン 4
8 シーブブラケット（L） 1
9 シーブブラケット（R） 1

10 外れ止め 1
11 シーブピン 1
12 ワイヤーロープ 1
13 ジョイント 1
14 クローラ 2 4x4ハイパーV2
15 ウインチ 1 HM-500
16 シーブ 1 10028
17 B,N,W,SW 8 M16x40L
18 B,W,SW 10 M10x20L
19 B,N,W,SW 8 M10x30L
20 B,W,SW 5 M6x15L
21 N,W,SW 4 M6

※形状は多少異なる場合があります。

1. 排水ポンプ設置支援装置（自走型）

－2－
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2. 減速機

－3－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 駆動軸 2
2 従動軸CP 2
3 ギヤ（駆動軸） 1
4 ギヤ（駆動軸） 1
5 ギヤ（従動軸） 1
6 ギヤ（従動軸） 1
7 カラー（駆動軸） 2
8 カラー（駆動軸） 2
9 カラー（従動軸） 2
10 カラー（従動軸） 2
11 エンドプレート（駆動軸） 4
12 エンドプレート（従動軸） 2
13 オイルシールカバー（駆動軸） 2
14 オイルシールカバー（従動軸） 2
15 カバー（駆動軸） 2
16 カバー（従動軸） 2
17 ケースカバー 2
18 ガスケット（従動軸） 2
19 ガスケット（駆動軸） 2
20 ガスケット（従動軸） 2
21 パッキン 2
22 減速機ケースCP 2
23 ベアリング 2 22211E
24 ベアリング 2 21311
25 ベアリング 4 21314
26 平行キー（片丸） 2 14x9x208L
27 平行キー（片丸） 2 16x10x48L
28 平行キー（片丸） 2 20x12x48L
29 オイルシール 2 AE3400A0
30 オイルシール 2 AE3744A0
31 スクレーパ 2 SDR-80
32 Oリング 2 P120
33 グリスニップル 6 A-PT1／8
34 B,W,SW 12 M8x15L
35 B,W,SW 16 M10x25L
36 B,W,SW 16 M8x20L
37 B,W,SW 32 M6x10L
38 B,W,SW 16 M6x15L
39 寸切りボルト,N 10 M14x35L

※形状は多少異なる場合があります。

2. 減速機

－4－
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3. モータボックス

－5－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 モータボックスCP 1
2 モータボックスカバー 1
3 スペーサ 4
4 モータ 2 GM
5 B,W,SW 22 M5x15L
6 N,W,SW 8 M16
7 B,N,W,SW 8 M16x40L

※形状は多少異なる場合があります。

3. モータボックス

－6－

57



4. 排水ポンプベース

－7－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 排水ポンプベースCP 1
2 仕切り板 1
3 ガイド 4
4 B,N,W,SW 5 M8x25L
5 B,N,W,SW 16 M8x25L

※形状は多少異なる場合があります。

4. 排水ポンプベース

－8－
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5. フロート

－9－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 フロートF 1
2 フロートR 1

※形状は多少異なる場合があります。

5. フロート

－10－
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6. 制御盤・外観

－11－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 電源コネクタパネルマウント 1 M5-360E-RX(逆芯)
2 単極コネクタパネルマウント 1 HR5-1100
3 防水メタルコネクタ パネル 1 NJW-205-RF,NJW-20-AdCa キャップ付

4 防水メタルコネクタ パネル 1 NJW-204-RF,NJW-20-AdCa キャップ付

5 防水コネクタパネルマウント 1 NB0102A-24-10-S-DRGC,CE1RC-24RA キャップ付

6 防水コネクタパネルマウント 1 NB0102A-24-10-S-DRGC,CE1RC-24RA キャップ付

7 限界リミットスイッチ 1 D4E-1C10N,XS2F-D421-G80-A コネクタケーブル付

8 限界リミットスイッチ 1 D4E-1C10N,XS2F-D421-G80-A コネクタケーブル付

9 音声合成アラーム 1 BV-04CS
10 盤内照明 1 LF1B-B3S-2THWW4
11 盤用換気扇 1 SLS-4424AK
12 屋外噴流ギャラリー 2 G2-30BF

※形状は多少異なる場合があります。

6. 制御盤・外観

－12－
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7. 制御盤・PLC

－13－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 制御リレー 1 RU2S-D-D24
2 制御リレー 1 RU2S-D-D24
3 制御リレー 1 RU2S-D-D24
4 制御リレー 1 RU2S-D-D24
5 制御リレー 1 RU2S-D-D24
6 制御リレー 1 RU2S-D-D24
7 制御リレー 1 RU2S-D-D24
8 制御リレー 1 RU2S-D-D24
9 制御リレー 1 RU2S-D-D24

10 制御リレー 1 RU2S-D-D24
11 制御リレー 1 RU2S-D-D24
12 制御リレー 1 RU2S-D-D24
13 制御リレー 1 RU2S-D-D24
14 制御リレー 1 RU2S-D-D24
15 制御リレー 1 RU2S-D-D24
16 制御リレー 1 RU2S-D-D24
17 直流電源 1 PS3N-F24A1CN
18 電磁接触器 1 SR-N5 AC100V
19 サーキットプロテクタ 1 CP30-BA 2P5A
20 ノイズフィルタ 1 RNFT106-20
21 管ヒューズ 1 F10-BS
22 管ヒューズ 1 F10-BS
23 トグルスイッチ 1 S-21A
24 シーケンサー 1 FX2N-48MR-D
25 シーケンサー 1 FX21N-16YER
26 シーケンサー通信ユニット 1 FX2N-16CCL-M
27 制御リレー 4 RU4S-D-D24
28 トグルスイッチ 1 S-1A
29 トグルスイッチ 1 S-308T
30 トグルスイッチ 1 S-308T
31 サービスコンセント 1 WK1013W

※形状は多少異なる場合があります。

7. 制御盤・PLC

－14－
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8. 制御盤・INV

－15－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 インバータ 1 FR-E740-7.5K
2 インバータ 1 FR-E740-7.5K
3 電磁接触器 1 S-N35 AC100V
4 電磁接触器 1 S-N35 AC100V
5 ラインフィルタ 1 FR-BLF
6 ラインフィルタ 1 FR-BLF
7 サージ制御フィルタ 1 FR-ASF-H7.5K
8 サージ制御フィルタ 1 FR-ASF-H7.5K

※形状は多少異なる場合があります。

8. 制御盤・INV

－16－
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9. 制御盤・MC

－17－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 制御タイマー 1 H3Y-2 AC100V 5S
2 制御タイマー 1 H3Y-2 AC100V 5S
3 電磁接触器 1 S2×N50 AC100V
4 電磁接触器 1 S-N10 AC100V
5 電磁接触器 1 S-N10 AC100V
6 電源回生コンバータ 1 FR-CV-H15K-AT
7 電磁接触器 可逆 1 MSO-2×N35 400V7.5K AC100V

8 電磁接触器 可逆 1 MSO-2×N35 400V7.5K AC100V

9 温度サーモ(ファン用) 1 PTV-M61A
10 温度サーモ(ヒータ用) 1 PTV-61B
11 電源回生専用リアクトル 1 FR-CVL-H15K
12 電源トランス 1 CU4AY-B4010

※形状は多少異なる場合があります。

9. 制御盤・MC

－18－
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10. 制御盤・NFB

－19－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 栓型ヒューズ 1 AFAC-3 BLA-003
2 栓型ヒューズ 1 AFAC-3 BLA-003
3 漏電ブレーカ 1 NV125-CW 3P60A 200mA

4 ノーヒューズブレーカ 1 NF63-CW 3P60A
5 ノーヒューズブレーカ 1 NF32-SW 3P30A
6 ノーヒューズブレーカ 1 NF32-SW 3P30A
7 ノーヒューズブレーカ 1 NF32-SW 2P10A
8 ノーヒューズブレーカ 1 NF32-SW 2P15A
9 ノーヒューズブレーカ 1 NF30-FA 2P5A

10 ノーヒューズブレーカ 1 NF30-FA 2P5A
11 ノーヒューズブレーカ 1 NF30-FA 2P5A

※形状は多少異なる場合があります。

10. 制御盤・NFB

－20－
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11. 制御盤・操作部

－21－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 表示灯 1 DR22DOL-T4W
2 キースイッチ 1 AR22JR-2A10A
3 セレクトスイッチ 1 AR22PR-211B
4 セレクトスイッチ 1 AR22PR-211B
5 押しボタン 1 AR22FOR-10G
6 押しボタン 1 AR22FOR-01R
7 レバースイッチ 1 AR22A5N-A0A0B
8 レバースイッチ 1 AR22A5N-A0A0B
9 非常停止ボタン 1 AR22V2R-10R
10 押しボタン 1 AR22FOR-10B
11 押しボタン 1 AR22FOR-10Y
12 押しボタン 1 AR22FOR-10Y
13 集合表示灯 1 AP30F-0205E3-S

※形状は多少異なる場合があります。

11. 制御盤・操作部

－22－

73



12. 開閉器盤

－23－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 屋外鉄製ボックス 1 RA16-34C
2 漏電ブレーカ 1 NV125-CW 3P75A 200mA

3 電源コネクタパネルマウント 1 M5-360E-R

※品番3は左右どちらかの方向1箇所になります。
※形状は多少異なる場合があります。

12. 開閉器盤

－24－
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13. 操作盤

－25－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 照光式押しボタン 1 HA2L-M1C24G,HA9Z-K1 スイッチガード付

2 押しボタン 1 HA2B-M1C5R,HA9Z-K1 スイッチガード付

3 押しボタン 1 HA2B-M1C5B,HA9Z-K1 スイッチガード付

4 押しボタン 1 HA2B-M1C5B,HA9Z-K1 スイッチガード付

5 押しボタン 1 HA2B-M1C5B,HA9Z-K1 スイッチガード付

6 プッシュロック押しボタン 1 AVW320R
7 防水メタルコネクタ パネル 1 NJW-205-RF,NJW-20-AdCa キャップ付

8 防水メタルコネクタ パネル 1 NJW-204-RF,NJW-20-AdCa キャップ付

9 セレクトスイッチ 1 ASW320,HW9Z-KL1 スイッチガード付

10 グラフィックパネル 1 GT1030-LBD,GT10-C10R4-8P ケーブル付

11 アナログスイッチレバー 1 SSUX-312
12 アナログスイッチレバー 1 SSUX-312
13 直流電源 1 S82S-7305
14 シーケンサー 1 FX2NC-16MRT,FX2N-2AD,FX2N-32CCL A/D変換,通信ユニット付

15 プラボックス 1 OPCP-3030-18G

※形状は多少異なる場合があります。

13. 操作盤

－26－
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14. 電源ケーブル

－27－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 配線 1 2PNCT 14sq-4c 10m
2 電源コネクタプラグ 1 H5-360E-P 蓋付
3 電源コネクタプラグ 1 H5-360-PX(逆芯) 蓋付

※形状は多少異なる場合があります。

14. 電源ケーブル

－28－
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15. モータケーブル

－29－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 配線 2 2PNCT 5.5sq-7c 50m
2 防水コネクタストレートプラグ 2 NB0106A-24-10-P-DBSS,CE3057-16A-4-D クランプ付

3 防水コネクタスアングルプラグ 2 NB0108A-24-10-S-DBAS,CE3057-16A-4-D クランプ付

4 ビニール被覆付ワイヤー 2 φ3×800mm
5 SUSフック 2
6 防水コネクタパネルマウント 2 NB0102A-24-10-P-DRGC,CE1RC-24RA キャップ付

※形状は多少異なる場合があります。

15. モータケーブル

－30－
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16. 通信ケーブル

－31－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 配線 1 FANC-110SBZ-5 10m
2 防水メタルコネクタ プラグ 1 NJW-204-PM8,NJW-20-PCa キャップ付

3 防水メタルコネクタ プラグ 1 NJW-204-PM8,NJW-20-PCa キャップ付

※形状は多少異なる場合があります。

16. 通信ケーブル

－32－
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17. 制御ケーブル

－33－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 配線 1 2PNCT 1.25-5c 10m
2 防水メタルコネクタ プラグ 1 NJW-205-PM12,NJW-20-PCa キャップ付

3 防水メタルコネクタ プラグ 1 NJW-205-PM12,NJW-20-PCa キャップ付

※形状は多少異なる場合があります。

17. 制御ケーブル

－34－
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18. 接地ケーブル・接地棒

－35－
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番号 品 番 品 名 数量 摘 要 備 考
1 配線 1 2PNCT 22sq-1c 10m
2 単極コネクタプラグ 1 H5-1100P 蓋付
3 単極コネクタソケット 2 H5-1100S 蓋付
4 単極コネクタプラグ 2 H5-1100P 蓋付
5 接地棒 2

※形状は多少異なる場合があります。

18. 接地ケーブル・接地棒

－36－
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排水ポンプ設置支援装置（自走型）取扱マニュアル 

 

 
 

 

(1)  本装置は排水ポンプ車に搭載されている水中ポンプ（7.5m3/min）2 台を搭載し、遠隔操作により排水箇

所まで自走・運搬し、そのまま排水作業を行うことが出来ます。（排水ポンプの制御は排水ポンプ車からに

よる。） 

(2)  水中ポンプを搭載・自走することにより任意な場所に容易に設置することができ排水作業を効率的に行

うことができます。 

(3)  半水没式であるため水位の変化に追従して水中ポンプを効率的に稼働させることができます。 

(4)  走行装置はゴムクローラ方式であるため軟弱地盤等、多様な現場で走行することができます。 

(5)  動力源を電動モータとしているため、水中ポンプと同じ排水ポンプ車から電力（440V）を供給して使用す

ることを前提としています。但し、一般的な 440V 発電機でも使用は可能です。 

(6) 軽量型 7.5m3/min 水中ポンプ（120kg）及び超軽量型 7.5m3/min 水中ポンプ（35kg）に対応しております。 

 

 

(1)  排水ポンプ設置支援装置（自走型）の制御盤がある環境でしか使用できません。 

(2)  排水ポンプ設置支援装置（自走型）が進入できる斜路があることを確認して下さい。 

(3)  排水ポンプ設置支援装置（自走型）を走行させる場合、周辺に人がいないことを確認して下さい。 

(4)  排水ポンプ設置支援装置（自走型）を走行させる場合、ケーブル等がクローラの下敷きにならないように

走行させて下さい。 

(5)  排水作業中は排水ポンプ設置支援装置（自走型）が流されないようにロープ等で係留して下さい。 

機 械 の 特 徴 

注 意 事 項 
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(6)  自走装置の走行中、排水ポンプを稼働しないで下さい。また、排水ポンプ 4 台を稼働中に自走装置を

走行させることはできません。 

 

設置フロー（操作手順） 

排 水 箇 所 の 確 認

↓ 

ポ ン プ 車 の 配 置

↓ 

排 水 ポ ン プ 設 置 支 援 装 置 （ 自 走 型 ） の 設 置

↓ 

排水ポンプ設置支援装置（自走型）のケーブル接続

↓ 

排 水 ホ ー ス の 接 続

↓ 

車 両 発 電 機 始 動

↓ 

排水ポンプ設置支援装置（自走型）移動→配置

↓ 

排 水 ホ ー ス 固 定

↓ 

水 中 ポ ン プ 稼 働

↓ 

排 水 作 業 終 了 後 、 撤 収

 

 

 

1.8ｍ 

1.0ｍ2.4ｍ 

装置の周辺には十分なスペースを確保

して設置して下さい。 
特に、排水ポンプを搭載する作業が発生

する為、装置後方には十分なスペースを

確保して下さい。 

装置寸法 

排水作業状況 
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取 扱 説 明 書

排水ポンプ設置支援装置（可搬型）

2010.7
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- 3 -

２．目 的

本装置は、排水ポンプを河川護岸等に設置されている安全柵を越えて、排水ポン

プを水中に設置（投入、回収）するための装置です。

３．概 要

排水ポンプ設置支援装置は、フレーム上に旋回自在なマストに起伏可能なジブを

取り付け、排水ポンプのつり上げ及びジブの起伏は手動のウインチで行います。

支援装置の転倒防止のためにアウトリガーを取り付け、マストを鉛直にするための

ジャッキを備えています。また、各部を分解し数名で運搬が可能で、組立が容易に

行える構造となっています。

４．主要諸元

最大つり上げ荷重 １５０㎏

揚 程 ５ｍ

ジブ起伏角度 ０°（水平）～ ４５°

ジブ旋回半径 水 平 時 ３２００㎜

４５°時 ２３００㎜

全高 ジブ 水 平 時 ２５００㎜

ジブ ４５°時 ３６００㎜

幅 （相対するジャッキ間） ２５００㎜

装置質量 ４０５㎏
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９．給脂及び定期点検

９－１．給 脂

給 脂 箇 所 箇所数 種 類 時間

ベアリングケース ２ グリース １年

マスト ２ グリース １年

シーブ

ジブ ２ グリース １年

起伏用 ２ グリース １年

シーブブラケット

フック １ グリース １年

ジブ ブラケット １ グリース １年

分解して支援装置を保管する時は、橙色のピン・青色のピン・マスト下部の軸にグ

リースを塗布してください。

９－２．定期点検

支援装置はクレーン等安全規則などの法令による定期的な点検・検査は義務づけら

れてはおりませんが、作業の安全を確保し作業能率の向上をはかり末永くご使用し

ていただくために、上記給脂と共に年一回の定期点検を推奨します。

点 検 箇 所 点 検 内 容

フレーム・アウトリガー

ベース・ジョイント 変形・亀裂・損傷がないか。

ベアリングケース・テーブル

マスト・ジブ・柵

各ピン 摩耗・損傷によりガタつきがないか。

ボルト・ナット 損傷・緩みがないか。

ワイヤ 素線の切断・形くずれ・キンク・腐食がないか。

ウインチ ウインチの取扱説明書を参照。

※上記以外についても点検し、異常があれば修理または交換してください。

112













 
 
 
 

災害対策用機械運行管理システム 
 

車 載 端 末 
 

機 器 仕 様 書 
（北海道開発局向け） 

 
 
 
 
 
 
 

寒地土木研究所 

118





 
 

 
 

■ 除雪機械位置・作業情報管理システム 
一般国道を走行する除雪機械車載端末から各種情報を北海道開発局が整備する無線 LAN または

民間の通信インフラ等を活用して、除雪機械の位置情報や作業情報をリアルタイムに収集する。 

 

■ 道路パトロールカー情報管理システム 
一般国道を走行中及び停車中のパトロールカーの車載端末、または職員が車外に持ち出すことを

想定した携行端末から、各種情報を北海道開発局が整備する無線 LAN を活用して、映像・音声・

位置情報等をリアルタイムに収集する。 

 

■ 災害対策用機械情報管理システム 
   北海道内でおきる災害等に派遣される災害対策機械の車載端末から各種情報を民間の通信イン

フラを活用して、位置情報や作業情報をリアルタイムに収集する。 

 

2.2.  システム構成 
「車両運行管理システム」の全体機器構成及び本仕様書の適用範囲を図 2-1 に示す。 
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2.3.  災害対策用機械 車内の機器構成 
災害対策用機械 車内の機器構成を図 2-2、2-3 に示す。 

車載端末【新設】
○車載器中央処理部
○GPSモジュール
○第3世代通信モジュール
○入力インターフェイス

・作業情報入力
・パルス接点入力【将来対応】 電源部

GPS用

民間データ
通信用

本仕様書の
適用範囲

電源供給
機器

【新設】
既設機器

接点

 

図 2-2 機器構成図【既設機器方式】 

車載端末【新設】
○車載器中央処理部
○GPSモジュール
○第3世代通信モジュール
○入力インターフェイス

・作業情報入力
・パルス接点入力【将来対応】 電源部

GPS用

民間データ
通信用

本仕様書の
適用範囲

電源供給
機器

【新設】

 

図 2-3 機器構成図【電源方式】 
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3.  車載端末 
本装置は、GPS を用いて位置情報等を取得するとともに、既設機器等より作業情報を収集し、建

設部に設置する車両運行管理システムの「車両運行管理装置」（以下、ホスト）に送信する機能を

有する。 

 

3.1.  基本仕様 
(1)  インターフェイス 
a） 接点信号入力   8ch 

b） 民間通信アンテナ      1ch 

c） GPS アンテナ      1ch 

d） RS-232C         2ch 
e） 電源入力  電源供給機器より電源を取得するものとする。 

f） パルス入力（将来対応）  1ch(デジタル入力 1ch と共用) 

                 短形波 1KHz 迄入力可能なこととする。 

(2)  電源 
a） 定格電圧         DC12～24V 

b） 消費電流         2A（ 大） 

c） 消費電力         24W（ 大） 

d） アース方式        マイナスアース方式 

(3)  重量           0.7kg 
a） 外形寸法（W×H×D）   167mm×133mm×36mm（突起部除く） 

 

3.2.   ソフトウェア仕様 
(1)  位置情報取得機能 GPS により車両の現在位置情報を収集する。 

・取得周期： 小 1 秒間隔、1 秒単位で任意設定 

・位置精度：25m 以下 

(2)  速度情報取得機能 GPS により車両の現在の速度情報を収集する。 

・取得周期： 小 1 秒間隔、1 秒単位で任意設定 

・精度：0.5km/h 以下 

(3)  進行方向情報取得機能 GPS により車両の現在の進行方向情報を収集する。 

・取得周期： 小 1 秒間隔、1 秒単位で任意設定 

・精度：16 方位以上 

(4)  作業情報収集機能 作業情報を既設機器より収集する。 

・取得周期： 小 1 秒間隔、1 秒単位で任意設定 
(5)  民間データ通信機能       第 3 世代通信モジュール（800MHz 帯のみ利用）にてホス

トとの双方向通信を行う。  

・通信インターフェースについては「6.1.通信インターフェ

ース」を参照のこと 

 

(6)  最新情報送信機能       新の位置情報、走行速度情報、進行方向情報、作業情報、
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日時情報を民間データ通信機能にて送信する。送信周期は、

車載端末固有情報に保持するタイミングとする。 

・データフォーマットは「6.2.車載端末―＞ホストへの通信

フォーマット」を参照。 

(7)  通信状態収集機能 民間データ通信の通信状態を確認する。 

・処理周期：1 秒以下 
(8)  車載端末固有情報更新機能    ホストから、車載端末固有のデータ（車両番号、GPS 位置

情報及び施工記録情報の収集タイミング・送信タイミング、

および一時蓄積時間間隔、端末設定番号、端末設定内容）

の設定情報を更新し保存する。ただし、車載機の電源が入

った時点では、ホスト側に車載端末固有のデータの取得を

要求する。 

・データフォーマットは「6.3.ホスト―＞車載端末への通信

フォーマット」を参照 

(9)  車載端末固有情報保持機能    車載端末固有情報を車載端末の内部電池・内部メモリにて

保持する。 

(10)  収集情報一時蓄積機能    民間データ通信による送信ができない場合、送信すべき情

報を一時蓄積する。なお、車両番号、日時（日本時間：GPS

時間）、位置情報、速度情報、作業情報を保存するとともに

保存件数は、120 件以上とする。（蓄積タイミングは別途設

定可能とする。） 

・蓄積周期：1 分～10 分（1 分単位で任意設定） 

・民間データ通信不感地帯が対象 

(11)  一時蓄積情報一括送信機能   民間データ通信の通信が確立できた時点で、一時蓄積機能

より蓄積しているデータを一括送信する。 

(12)  GPS 仕様 
a） 受信方式         オールインビュー方式 

b） 受信周波数        1575.42MHz 

c） 受信コード        C/A コード(L 波) 

d） 最大追尾衛星数      12 衛星 

e） 追尾時受信感度      -141dBm 

f） 捕捉時受信感度      -130dBm 以下 

g） アンテナ設置位置      屋外 

 

(13)  民間データ通信仕様 
a） アクセス方式        第 3 世代通信 

b） 周波数帯         800MHz 帯のみを利用して通信が行えるものとする。 

c） 構造         機器組込み用通信モジュール 

d） その他関連事項      機器組込み用通信モジュール対応の通信サービスを利用

するものとし、合わせてサービスが扱う認証機能を用いた
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上で、通信の確立を行うこととする。 

なお、周波数の再編時において、モジュールの交換が容易

に行えるものとすること。 

 

4.  車載端末の取り付けおよび調整 
上記に示す車載端末を対象災害対策用機械に設置するとともに、単体調整を実施する。 
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電源供給機器  仕様書 

 

1．適用 
 

本仕様書は、電源供給機器に適用するもので、下記に定める性能、諸元、各部構造を満足するほか、

災害出動時の運用に耐え得る十分な耐久性、信頼性を有するものとする。 

 

2.  機能 
本装置は、災害対策用機械及び機械搭載発動発電機から車載端末への電源供給を自動切換する機能

を有するものとする。 

また、発動発電機の稼働電気信号を作業情報として車載端末へ供給する機能を有するものとする。 

 

3.  諸元 
(1) 型式    KE-PW2401 

(2) 仕様 

1) 入力電圧（車両）  DC12V もしくは DC24V 

     （DC10V～DC30V） 

  2) 入力電圧（発電機）  AC100V もしくは AC200V 

     （AC100V～AC240V） 

  3) 消費電力（ 大）  5W 

  4) 出力電圧   DC12V もしくは DC24V 

     （入力側による） 

  5) 作業情報出力   有電圧出力（DC24V） 

  6) 質量    1kg 

      7) 外形寸法（W×H×D）  127mm×135mm×80mm 
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